
来る中国薬事管理交流団、静岡県薬剤師会へ 

 
 中国各都市の薬局や病院に勤務する薬剤師で構成された中国薬事交流団（楊西暁（ヨウ 
セイギョウ）団長他 12 名）の方が日本の薬剤師の現状を学ぶため、11 月６日（水）から 11
月９日（土）まで来日しました。 

その行程の中で 11 月７日（木）午前中に静岡県薬剤師会（岡田会長、鈴木・原田副会長、
栗田専務理事）と同交流団との意見交換会を県薬会館役員会議室で開催しました。 

岡田会長からは県薬の組織体制、業務内容など概要について説明し、その後事前に交流団
から頂いた「医師の処方に疑義がある場合の対応」「医師や看護師とのコミュニケーション
手段」「患者の退院後の薬の管理に関する役割」など７項目について、それぞれ説明し、意
見交換を行いました。 

交流団からは多数の方からより具体的な質問があり、また鈴木副会長から「中国における
医薬分業の状況」を質問するなど、率直な意見交換ができ予定された 90 分という時間があ
っという間に過ぎました。 
 最後にモバイルファーマシーを見学し、交流団の皆さんは写真を撮るなど興味深く説明
を聞いていました。 
 県薬剤師会としては不慣れな海外からの訪問団受入れで準備に戸惑いましたが、交流団、
県薬ともに中国と日本の薬剤師に関する環境の違いを知る貴重な機会であったと思います。 

終了後には、県内の訪問をアテンドした静岡県日中友好協会から、中国薬事交流団の皆様
の感想などお礼の言葉もいただきました。 
 
 
（以下 静岡県日中友好協会より） 
このたびの中国薬事管理交流団の訪問に際し、資料作成から当日の対応に至るまで会長様
をはじめ皆様から心温まる対応を賜り心より感謝申し上げます。 
中国のみなさんからは、たくさんの多くのことを学ぶことができたという意見をいただき
ました。 
中国でも直面している多くの課題があるようで、真摯に共有することが問題解決への唯一
の道であると実感しました。当初の交流の目的を達成できたと感じております。 
多岐にわたる丁寧な説明資料をご用意いただき、貴重な学びの機会をいただきましたこと、
心より感謝申し上げます。 
岡田会長様をはじめご出席いただきましたみなさまに、どうぞ感謝の意をお伝えください
ますようお願いいたします。 
 






